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おおいた地域連携プラットフォーム（大分大学地域連携プラットフォーム推進機構）
Oita Regional  Cooperation Platform

金融
機関行政

産業界

 産官学金63組織（教育機関12、公共団体23、経済団体6、連携企業22）から構成される。運営費は、大学・県・市町村が拠出している。2024年度の運営予算は文部科学省の社会人リカレン
ト予算1020万円を含めて6583万円。32の企画を大分大学地域連携プラットフォームが「おおいた地域連携プラットフォーム」の軸となり運営した。

 3年目を迎えるリカレント教育の特徴は、大学に加え企業と自治体も参加した”地域ぐるみ”の社会人リカレントプログラムを実施している点である。具体的には、企業と自治体役職者が「学び」を伴走（メ
ンターと評価者）すること、個人の根幹的能力（どの時代でも、どの組織でも不可欠な力）の高評価を得たマイスター認証者が、後輩の「学び」に伴走者として参加するピアラーニングを実施している点。

 避けられない若者人口減少、特に女性の減少が遠因となった諸課題への取組課題。若者と女性が、働きがいを覚え、成長を感じる仕事環境を増やす課題など。
 リカレント教育の経験のない地域の経営者が、「学び」の場を体験や参観することをきっかけとし、人的資本経営の有効性に目覚め、「学び」の環境整備と精神的な支援により、社員の「学び」による企業

のパフォーマンス向上を目指す課題 など。

その他

大学
金融機関大学産業界

おおいたLSIクラスター（約150
社）、大分県自動車関連企業会
（150社）、おおいた食品産業企業
会（97社） 、大分県医療ロボット・
機器産業協議会（160社）など

大分大学、日本文理大学、別府大
学、立命館アジア太平洋大学、県内
５短期大学、大分高等専門学校、
放送大学

大分県、および、大分市、別府市
など県内全市町村の自治体、大
分県教育委員会、大分県産業
創造機構 など

㈱大分銀行、㈱豊和銀行、大分
県信用組合、大分信用金庫、大
分みらい信用金庫、日本政策金
融公庫大分支店

① リカレントの広報と参加協力
② リカレント制度が成熟していな

い中小企業のニーズ提供
③ リカレントへの経営者アンケート
④ 学生へのキャリア教育協力 など

全活動の統括
① リカレント教育の企画と実施
② 人材育成（学生・社会人）をテ

コとした地域・企業とのネット構築
③ 地域の根幹的課題の協議
④ リカレントの教育コンテンツ提供

① マイスターコース社会人受講者
の伴走支援とそのコア能力評価

② PBL学生ヘの教育的評価
③ 地域課題と解決資金の提供
④ 学生の地域就職の支援 など

① マイスターコース社会人受講者の
対面グループワークの伴走支援と
コア能力評価

② PBL学生ヘの教育的評価
③ 中小企業の情報提供 など

構
成

役
割

その他

㈲大分合同新聞、㈱大分放送な
ど

新聞掲載、テレビ・ラジオ・ネットよる
広報

行政

プラットフォームの特徴

プラットフォームで取り組む地域課題

大分県とその経済圏

大分大学︓ “地域ぐるみの学び直し・エコシステム確立“ - おおいた大学発リカレント教育

主な活動︓①社会人リカレント教育の企画・実施、および、社会人の「おおい
た共創士マイスター認証」、②地域課題現場での学生PBL実施、③県市町村の
資金提供による課題解決事業の大学マッチング、④生涯学習と女子中高生の理
系進路選択支援、⑤県内大学等合同でのFD・SD企画と実施、⑥県内進学・県
内就職向上支援事業

6月採択時点の事業テーマ・プログラム案（今後予告なく変更の可能性有り）

“地域ぐるみ”の社会人リカレント教育
• 大学だけでなく、企業、自治体職員が「学び」

を伴走（メンターと評価者）する
• マイスター認証者の活動を追跡調査
• マイスター認証者が、後輩を伴走するピアラー

ニング

特
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レベルの方を部長

プログラム概要

大分県とその経済圏

プログラム名 対象者 目的・内容

マイスターコース
（継続拡大） 未来の役職者候補

受講者は、適度な専門能力の習得（45時間以上のオンデマンド科目の履修）に続き、異業種のリーダー
候補者との対面グループワークの困難な実習活動を乗り越え、根幹的能力（Human Skill）を鍛える。
対面活動には、メンターである伴走者が客観的に数値評価し、それを元に「おおいた共創士マイスター
認証」を授与する。組織にとっては、人的資本経営のエビデンスとして認証を活用できる。

トライアルコース
（継続拡大） 「学び」の希望者全員

「学び」から遠ざかっている方が「学びの喜び」を思い出すことを目的とする。10時間以上のオンデマ
ンドの科目受講のみ。次年度のマイスターコース、女性社会人リカレントにつなげる「きっかけ」とし
たい。

女性社会人リカレント
（新規企画）

管理職になんてなれる気がし
ない、自分には到底やれない
と意識している女性社員（育
休・産休の方を含む）

若手女性の不安感・焦燥感による低い自己肯定感の軽減・克服を目的とする。マイスターコースと同様に、二段階の
「学び」を受講する。最初に、オンデマンド科目を所定時間、孤独に耐え学び抜く。次に、以下のベネッセ社が開発した女
性メンターとオンライン対話するプログラムに参加する。その方法は、他社の多様なタイプの現役女性リーダーとの出会い、
対話を6回オンラインで実施する。等身大のメンターの選定には、ベネッセ社の600人の候補からAIを活用したマッチングシ
ステムを活用する。

経営者啓発コース
（新規企画）

中小企業の経営層とPCを使
える若手のペア。特に、教育
投資に魅力を感じていない経
営者

PCが使える若手社員とペアになった経営層の方が、AIを活用した業務改善を体感（理解ではない）できる”AIことは
じめ講座”を開講する。その後業務で活用した結果について。若手の参加者同士がオンラインで共有できる場を作る。受
講によりビジネス活用したいと考えが変わった経営者に対して、地域のAI企業が対面で相談を受けつける（アフターケ
ア）場も用意する。地域中小企業の経営者は、現場で必要な知識付与しか「学び」として認めない傾向が強いが、AIは、
個人の認知能力向上を促したり、問いの力を鍛えたり、業務の再定義そのものにつながる。さらに、AIを蝶番にすることで
上司と社員の対話が生れやすい場となる。本プログラムの目的は、AIのこれらの特性を利用し、「学ばなくても良い 」
社風風土の突破口になることにある。

研修カスタマイズ事業
（新規企画） 自治体、企業などの組織 自治体、スタートアップを含む小規模組織の経営者などと企業のニーズ調査を行う予定

6月採択時点の事業テーマ・プログラム案（今後予告なく変更の可能性有り）

大分大学︓ “地域ぐるみの学び直し・エコシステム確立“ - おおいた大学発リカレント教育
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“おおいた共創士マイスター認証”

マイスターコース トライアルコース
コース概要 リーダー候補者の養成を

目的とする上位コース
学びのときめきに触れる
導入コース

申込者数 13名 36名
認証者、修了者数 11名 27名（13名がLSI)

令和６年度リカレント教育プログラム受講実績
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